
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成２１年 ４月 １日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：昆虫生態学 
科研費の分科・細目：基礎生物学 ・ 生物・生態 
キーワード：群集 アリ 餌 
 
１．研究計画の概要 

アリ類は陸上生態系においてきわめて大
きな現存量をしめている。そのためアリ類の
生態系における役割、特に他生物との相互関
係に関する研究は、陸上生態系の機能の理解
や保全を考えるうえできわめて重要である。
ところが、これまでにアリ側からみた低次栄
養段階の生物との相互作用は良く研究され
てきたが、高次栄養段階にある生物群との関
係はほとんど未知である。これほどの現存量
があるならば、昆虫食動物にとって重要な餌
になりうると予測されるが、餌としてのアリ
類の役割に関する研究はきわめて乏しい。ア
リ類は社会性昆虫であり、集団生活のため必
然的に発達した防衛行動や形態を進化させ
てきたと考えられている。このような防衛機
構がアリの餌としての利用のしにくさの原
因とも考えられているが、実証的な研究は皆
無である。そこで本研究では、カエル類をは
じめとする昆虫食の脊索動物や節足動物の
餌内容を精査することによって各種アリ類
に対する捕食の程度を明らかにするととも
に、アリ類の餌としての価値を栄養分析や実
際の給餌実験などによって明らかにする。さ
らに、アリ類の防衛形態や行動・分泌物等に
注目して防衛機構の効果を実証する。これら
の研究によって、アリ類が捕食性生物に及ぼ
すボトムアップ効果が明らかにされ、その役
割をより一層理解することが可能となり、陸
上生態系の機能の理解や保全を考えるうえ
で重要な知見がもたらされると期待される。 

 
２．研究の進捗状況 
カエル類とハエトリグモ類の野外における
餌としてもアリ類の利用状況についての知

見は着々と蓄積されてきた。特にカエル類が
示すカエル種間によって異なるらしい各種
アリ類に対する選好性が明らかになりつつ
あり、また、アリ類の対捕食者防衛の実態も
徐々に明確になってきている。野外での調査
はまだ継続する必要があるものの、ほぼ捕食
の実態が明らかになっている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由）野外での捕食の実態とアリに対する
選好性の種間差、アリによる対捕食者防衛の
機構もなどが明らかとなりつつあるため。 
 
４．今後の研究の推進方策 

カエル類に関しては、野外で利用してい
る餌生物相を明らかにする調査を引き続き
実施する。沖縄島のヒメアマガルについて
は、胃腸内容物調査の個体数がまだ十分で
はなく、また採集時期も偏っているので、
これまで調査していない時期に採集し餌内
容を精査する。また、これまで調査した場
所とは明らかにアリ相が異なる地点でアマ
ガエルの餌生物相を明らかにする。これら
の調査では、胃腸内容物の調査とともに、
野外の餌動物相も調査し、カエル類に利用
されやすい餌種を明らかにする。室内では、
ヒメアマガエル・ニホンアマガエルの捕食
行動と餌選択実験を実施する。野外での調
査結果から明らかに忌避されているアリ類
について、そのメカニズムを明らかにする
操作実験を実施する。また、変態後間もな
い小型カエルを用いて、アリと他の餌との
比率をかえて給餌し、その生存率や成長率
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を調査し、各種アリ類の餌としての価値を
明らかにする。 

クモ類についてはアリ捕食種が多いハエ

トリグモ類を対象に、野外での餌内容調査と

室内での各種アリ類に対する捕食行動や餌

選択実験を継続して実施する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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